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 第 6 章では，非臨床群の描き手に対して複数回の風景構成法を実施し，その
作品変化を指標レベルで捉えることを試みた。その結果，構成型では先行研究
で示されている「自然変動」にほぼ合致した結果が得られた。しかし，作品の
構成に関わる「川と枠の関係」や「川と道の関係」では，構成型よりも変化し
やすいことが示された。人については，1 人のみを描き続ける表現が変化しに
くいことが示されたが，先行研究で認められたような，人の明細化が進むとい
う結果は示されなかった。また，記号人だけではなく，具象人も固定的に描か
れ続ける傾向があり，質が異なるものの，両者ともに表現の硬さと捉えられる
可能性を指摘した。彩色では，重色の変化が多く見られたことや，指標該当が
一貫している者が少なかったことが示された。これらを基に，第 5 章の描き手
の作品を捉え直すと， 4 回目に此岸なしの川が描かれたこと，人の数が減少し，
明細化する方向に表現の力点が移動したことが特徴として挙げられるものの，
それ以外については，この描き手の作品が決して「特異」なわけではないと考
えられた。それにもかかわらず，第 5 章で見たように，振り返りにおいて自身
の作品変化に対して自分なりの意味付けを行っていたということから，描き手
が自分なりの「解釈」をしやすい素地が風景構成法には備わっているのではな
いかということを論じた。  
 以上の議論を踏まえ，終章では，まず風景構成法におけるやり取りが持つ臨
5 
床的機能と作品変化をどのように捉えるかについて総合考察を行った。そして，
本論文で検討してきた，風景構成法におけるやり取りをどのように理解するか，
また作品変化をどう理解するかという点については，全く別の文脈で捉えられ
るものではなく，風景構成法を「微分的に」捉えるか，あるいは「積分的に」
捉えるかという視点の違いであることを論じた。そして，描き手と見守り手の
両者が，風景構成法という場で，描かれていくプロセスとできあがった作品に
「思い込める」，すなわち，コミットする，風景構成法に「転移」することが可
能となる地平において，描き手と見守り手の心理学的出会いが生じるというこ
とが，風景構成法の最も臨床的な機能を担っているのではないかと論じた。さ
らに，そのような心理学的出会いは現代においては難しくなっており，見守り
手の主体的関与を必要とする風景構成法は，現代の心理療法においてますます
その意味を持つのではないかということを考察した。また，本研究で多く参照
した中井久夫の臨床精神を貫くものとして，「実験精神」を取り上げ，現代の心
理療法・風景構成法の実践においても，慎重さの下に様々な創意工夫が求めら
れていることを論じた。最後に，本研究の限界と今後の課題を整理したが，そ
の中でも現代において「羅列型」と呼ばれる表現が精神病理・発達のどちらの
領域でも認められることから，この表現においてどのようなことが生じている
のかを表現心理学的に探究していくことが，さらなる風景構成法の探究の手掛
かりになるのではないかと論じた。  
